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東南極ナピア岩体トナー島には，異なる変形ステージに形成された溶融型のシュードタキライトが多数認めら

れる．これらは組織により３タイプ（Ａ，Ｂ，Ｃ）に分類される．タイプＡはメルトの流動構造を，タイプＢはマ
イロナイト構造を，タイプＣはほぼランダムなファブリックを，それぞれ呈する．組織の変化からみてタイプＢは
タイプＡがマイロナイト化したものである．タイプＣは最後のシュードタキライト形成ステージのものである．組
織変化，タイプＢの再結晶鉱物組み合わせ，既存の地質温度圧力計により算出した温度圧力条件は，グラニュライ
ト相条件での地震性断層活動に伴う溶融に先立って，塑性変形集中帯形成が起こったことを示す． 
 
 
東南極ナピア岩体トナー島には，異なる変形ステージ（D3, D6, D8）に形成された溶融型のシュードタキライ

トが多数認められる．これらは組織によって３タイプ（Ａ，Ｂ，Ｃ）に分類される．タイプＡはメルトの流動構造
を，タイプＢはマイロナイト構造を，タイプＣはほぼランダムなファブリックを，それぞれ呈する．組織の変化か
らみて，タイプＢはタイプＡがマイロナイト化したものである．タイプＡとＢに沿って狭長なウルトラマイロナイ
トバンドが認められる．タイプＡの注入脈はウルトラマイロナイトバンドの面構造を切っている．タイプＢのマイ
ロナイト面構造はウルトラマイロナイトのそれと同時期形成で，平行である．タイプＡとＢはＤ3，Ｄ6 ステージ
のシュードタキライトにあたり，タイプＣは D8 ステージのシュードタキライトである． 
トナー島産シュードタキライトのマトリックス鉱物では，組成累帯構造がほとんど認められず，同じ脈内の同

種の鉱物はほぼ同一の化学組成を示している．既存の複輝石地質温度計とザクロ石－斜方輝石地質圧力計によって
算出した平均温度圧力条件は，D3 ステージのタイプＡで 810°C，8.4 kb，D6 ステージのタイプＡで 800°C，D6 ス
テージタイプＢで 730°C，8.3 kb，D8 ステージタイプＣで 1060°C である．D3，D6 シュードタキライトの温度圧力
条件は，母岩あるいは壁岩のマイロナイトから得られる温度圧力条件とほぼ同じで，シュードタキライトのメルト
の温度としては低すぎる．これらの温度条件はマイロナイト化に伴う再平衡温度である可能性が高い．また，タイ
プＣと同様の 1000°C を越える温度条件がタイプＡからも得られている．このように高い温度条件は溶融時のメル
トの温度を示しているかもしれない． 
シュードタキライトとウルトラマイロナイトの組織，シュードタキライトのマトリックス鉱物組み合わせ，地

質温度圧力計によって算出した温度圧力条件は，後退変成作用期のグラニュライト相条件において，断層活動に伴
う部分溶融ないし全溶融と塑性変形集中帯（ウルトラマイロナイトバンド）形成とが繰り返し起こったことととも
に，地殻下部での地震性断層活動，それに伴う溶融が起こるに先立って塑性変形集中が起こった可能性を示唆する． 
また，地殻上部にて形成された日高変成帯のシュードタキライトとの，組織・構造・変形史の比較から，地殻

上部と下部では，高速断層運動（地震性断層運動）が出現する要因，あるいはそれに先立って起こる変形作用に違
いがある可能性が示唆される． 


